
 ＪＡ共済では、新型コロナウイルスにより影響を受けられたご契約者さまの共
済掛金払込、および被患された場合の入院保障に対して、次の取扱いを実施して
います。 
  
 お問い合わせ・ご相談につきましては最寄りの支店までご連絡くださいますよ
うお願いいたします。 

 新型コロナウイルス感染症に被患され、医療機関等の事情により、宿泊施設または自宅
等で療養を余儀なくされた場合も、その期間に関する医師または医療機関、あるいは公的
機関の証明をご提出いただくことで入院保障の対象としてお取扱いします（※）。 
 ※共済金のお支払いは、ご契約ごとに定められている所定の条件を満たす必要があります。 

  
 また、以下の場合は宿泊施設や自宅等での療養を余儀なくされた期間も含めて入院が継
続したものとしてお取扱いします。 
 ・宿泊施設や自宅等での療養中に状態が悪化し、医療機関へ搬送され、入院による治療を 
  継続された場合 
 ・医療機関での入院加療中に、医療機関等の事情（病床の圧迫等）により、宿泊施設や自 
  宅等での療養を余儀なくされた場合  
 
  
 
 
  

 
 
 

１．共済掛金の払込猶予期間の延長、継続契約の締結手続きおよび共済掛金の払込みの 
  猶予について 
（１）長期共済契約 
   共済掛金の払込猶予期間を最長で令和2年9月16日まで延長します。 
       ※ 長期共済契約とは、建物更生共済契約、生命総合共済契約、養老生命共済契約、終身共済契約、 

    年金共済契約をいいます。 

（２）短期共済契約 
   共済掛金の払込猶予期間、継続契約の締結手続きおよび共済掛金の払込みの猶予 
  を最長で令和2年9月16日まで延長します。 
       ※ 短期共済契約とは、火災共済契約、自動車共済契約、賠償責任共済契約、団体定期生命共済契約、 

     定額定期生命共済契約、傷害共済契約、ボランティア活動共済契約をいいます。 

 
  

新型コロナウイルスにより影響を受けられたご契約者さま 

新型コロナウイルスに被患された場合の入院保障 

ＪＡ秋田おばこ 
             

お問い合わせ先は裏面へ 




